
[大会名]若さでアタック！春の高校バレー第 66 回全日本バレーボール高等学校選手権大会茨城県予選会 

[試合番号]特設 2 [開催日]2013/10/27 
試合会場レポート 

[会場]ひたちなか市総合運動公園総合体育館 

[観客数]1500 [開始時間]12:00 [終了時間]13:40 [試合時間]1:40 

[主審]松延 亮一 [副審]屋貝 直也 [記録員]中嶋 美行 

男子：決勝戦 

土浦日本大学高等学校 25 
第 1セット 

【 0:23】 20 霞ヶ浦高等学校 

監 督：福田 誠 20 
第 2セット 

【 0:19】 25 監 督：岩﨑 匡史 

コーチ：吉田 達也 28 
第 3セット 

【 0:26】 26 コーチ：北島 朋弥 

 25 
第 4セット 

【 0:23】 21  

 

3 

 
第 5セット 

【  :  】  

1 

 

【 】内はセット時間 

戦 評 

 男子決勝戦はインターハイ優勝の土浦日本大学高等学校と、準優勝の霞ヶ浦高等学校の顔合わせとなった。

１年間の集大成でもある春高の決勝戦であったが、強豪チーム同士の対戦にしてはミスの多い試合展開となっ

た。お互いにタッチネットやダブルコンタクト、サーブミスといったプレーが要所で現れることによって、セ

ットを失うことになった。 

 セットカウントが１－１となった第３セットでは、両チームとも競り合いをもう一息のところで抜け出すこ

とができず、終盤までもつれる。どちらに転んでもおかしくない展開も、デュースからミスのなかった土浦日

大が 28－26 でこのセットを奪った。 

 霞ヶ浦にとって後がない第４セット奮起が期待されたが、自分たちのミスが続きリズムに乗りきれない。一

方の土浦日大もエースの４番内山が精彩を欠き、苦しい展開が続く。しかし相手のミスに助けられた土浦日大

が何とかマッチポイントまでこぎつけ、最後は内山の渾身のバックアタックがコート中央に突き刺さり、セッ

トカウント３－１で土浦日大が７年ぶりの優勝をつかみ取った。 

※本票の著作権は茨城県高体連バレーボール専門部に帰属します。 ■作成者 奥井 祐一 

 


